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はじめてのハッピーバースデイ
平成22年10月に生まれた満１歳のお友だちです。

●岩間陸
り く と

斗ちゃん
Ｈ22.10.22

（矢田郎・男の子）
とっても愛嬌ある笑顔
がステキ！　よく食べ
よく遊んでよく寝て、
お兄ちゃんと仲良く遊
ぼうね。

●佐藤優
ゆ う と

斗ちゃん
Ｈ22.10.22

（上野・男の子）
お姉ちゃん、お兄ちゃ
んと仲良く、元気にす
くすく育ってね。

●大久保愛
ま な み

海ちゃん
Ｈ22.10.9

（袖平・女の子）
音楽が大好きで鼻歌を
歌いながらダンスを踊
るのが好き。早く歩行
器なしで歩けるように
なぁれ♪

　

10
月
１
日
と
２
日
、
大
黒
森
２

２
９
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
周
辺
を
会
場

に
第
26
回
に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
日
と

も
雨
が
降
り
あ
い
に
く
の
天
候
で

し
た
が
、
約
７
０
０
０
人
の
来
場

者
が
訪
れ
て
田
子
牛
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
や
丸
焼
き
に
舌
鼓
を
打
ち
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
の
に
ん
に
く
相
撲
大
会
や
田
子

ま
る
ご
と
抽
選
会
に
は
、
田
子
町

ガ
ー
リ
ッ
ク
レ
デ
ィ
と
姉
妹
都
市

ア
メ
リ
カ
・
ギ
ル
ロ
イ
市
の
ガ
ー

リ
ッ
ク
プ
リ
ン
セ
ス
も
参
加
し
、

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

（右写真）今年も大人気だっ
た田子牛の丸焼き

（左写真）ガーリックプリン
セスも参加したにんにく
相撲大会

↑バーベキューを楽しんだギルロイ市一行
↓韓国瑞山市一行も大満足でした

今
年
も
に
ぎ
わ
っ
た
﹁
に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
﹂



2今月の話題

役場を表敬訪問したギルロイ市一行

三戸町から訪れた女性グループ。丸焼きが好評でした

大好評の田子まるごと抽選会
【たっこ王子プロフィール】
○生年月日　平成23年２月29日
○身長／体重　にんにく229個分
○性別　男の子
○出身　にんにくランド耕国
○好きなこと　にんにく植え、にん

にく掘り、にんにくの皮むき、に
んにく飛ばし（まだうまくできな
いけど大好き！）

○特技　笑顔
　（みんなから愛されてます！）
○資格　美白検定1級
　（たっこにんにくのような白さが自慢です！）
○友好国　ギルロイ王国、モンテチェリ王国、ソーサン王国
○好きな食べ物　にんにく料理、にんにくソフト
○使命　「たっこにんにく」の品質向上とブランドを守ること

中世から栄えているにんにくランド耕国。その第229代国王の嫡
子として誕生。日夜たっこにんにくの品質管理と PR に努め、ラ
ンド耕国の民からは ｢ たっこ王子 ｣ として愛されている。

●たっこ王子もにんにくとべごまつりを盛り上げました

運営委員長 坂本三佳子さん
　2011にんにくとべごま
つりは天候が大変悪い中、
7,000名を超えるお客様に
ご来場いただき本当にあり
がとうございました。田子
牛・たっこにんにく・町内
のボランティア、田子高校
ボランティア・交通整理・

出店者・イベント・役場・田子町内外のたくさんの
皆様方の支援のお陰で開催できました。本当に感謝
します。ありがとうございました！！

ガーリックレディ
袖村静香さん
　ガーリックプリンセスと
はにんにくとべごまつりの
前日に初めて会いました。
最初はぎこちなかったです
が、３日間の交流でまるで
姉妹のように仲良くなれま
した。この関係がこの先ず

っと続き、いつかギルロイ市にプライベートで訪問
できたらと思います。

ガーリックプリンセス
ヘザー・ブロンダーソンさん
　にんにくとべごまつりは
ガーリックフェスティバル
とはぜんぜん違いました。
ギルロイでは、シェフのフ
ァイヤーショーやクッキン
グコンテストはあるけれ
ど、バーベキューはありま

せん。雨が降ったけれどみんなで食べたバーベキュ
ーはすごく楽しかったです。

クラシックカー展示会
　10月２日、創遊
村でクラシックカ
ー展示会が行われ
ました。会場では
クラシックカーの
他にもバイクやエ
ンジンなどが展示
され、ファンを喜
ばせました。ファンにはたまらないクラシックカー

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



　
3 トピックス

●
内
閣
総
理
大
臣
祝
状
受
賞
者

▽
坂
田
の
ぶ
（
北
側
）

●
青
森
県
知
事
顕
彰
者

（
１
）
１
０
０
歳
到
達
者

▽
坂
田
の
ぶ
（
北
側
）

（
２
）
88
歳
到
達
夫
婦

▽
岩
間
勇
道
・
ち
よ
（
池
振
）

▽
佐
野
仁
太
郎
・
ナ
ミ
（
袖
平
）

▽
関
口
長
福
・
か
つ
（
川
向
）

▽
内
條　

正
・
愛
子
（
茂
市
）

●
田
子
町
長
顕
彰
者

（
米
寿
顕
彰
者
）

山
崎
三
太
郎
（
下
田
子
）
山
本

定
男
（
下
田
子
）
佐
野
ハ
ナ
（
舞

手
）
中
村
ク
ニ
（
舞
手
）
戸
田

ト
ワ
（
衣
更
）
七
日
市
小
次
郎

（
七
日
市
）
関
口
一
二
（
七
日
市
）

木
村
孫
吉
（
七
日
市
）
道
地
ソ

メ
（
矢
田
郎
）
佐
藤
よ
し
子
（
種

子
）
中
村
よ
し
ゑ
（
野
々
上
）

種
子
清
一
（
野
々
上
）
岩
間
ち

よ
（
池
振
）
関
口
か
つ
（
川
向
）

川
村
い
ね
（
川
代
）
佐
野
ナ
ミ

（
袖
平
）
尾
形
ひ
め
（
清
水
頭
）

中
村
み
わ
（
長
坂
）
田
沼
み
き

（
上
野
）
山
本
ふ
ぢ
ゑ
（
上
野
）

山
本
と
よ
（
上
野
）
山
本
義
雄

（
上
野
）
落
田
こ
よ
（
明
土
平
）

中
村
チ
セ
（
上
風
張
）
山
崎
た

み
（
風
張
）
清
水
菊
（
北
側
）

北
田
つ
や
（
南
側
）
久
保
み
ど

り
（
下
本
町
）
野
端
と
き
の
（
野

面
）
工
藤
ト
ミ
ヱ
（
飯
豊
）
中

村
ひ
ろ
（
飯
豊
）
佐
藤
敏
二
（
飯

豊
）
原
ま
さ
ゑ
（
石
亀
）
杉
林

ヨ
シ
（
茂
市
）
内
條
愛
子
（
茂

市
）
菊
池
ツ
キ
（
道
前
）
橋
本

弘
二
（
嘉
沢
）
梅
内
薫
（
山
口
）

山
美
フ
ミ
（
関
上
）
山
崎
キ
ミ

（
関
上
）
泉
山
ヨ
ネ
（
新
田
）
坂

下
ふ
よ
（
新
田
）

守
り
ま
す
！ 

交
通
ル
ー
ル

交
通
マ
ナ
ー　

三
町
合
同

総
決
起
大
会

　

９
月
21
日
、
中
央
公
民
館
で

平
成
23
年
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
三
町
合
同
総
決
起
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
田
子
町
、

三
戸
町
、
南
部
町
か
ら
約
１
１

０
名
が
参
加
し
、
秋
の
交
通
安

全
運
動
へ
向
け
て
意
欲
を
高
め

平
成
23
年
度

田
子
町
敬
老
会

　

９
月
15
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
平
成
23
年

度
田
子
町
敬
老
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
各
地
区
か
ら
約

６
０
０
名
が
参
加
し
、
１
０
０

歳
到
達
や
88
歳
到
達
の
米
寿
の

方
々
に
内
閣
総
理
大
臣
祝
状
や

顕
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、表
彰
後
の
祝
宴
で
は
、

田
子
幼
稚
園
児
の
お
遊
戯
や
、

田
子
高
校
郷
土
芸
能
部
に
よ
る

神
楽
や
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
参
加
し
た
お
年
寄

り
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

内
閣
総
理
大
臣
祝
状
受
賞

者
、
顕
彰
者
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

ば
ろ
う
日
本
」
と
力
強
く
宣
誓

を
行
い
ま
し
た
。
選
手
ら
は
競

技
を
楽
し
み
な
が
ら
も
、
チ
ー

ム
の
勝
利
を
目
指
し
全
力
で
挑

み
ま
し
た
。

　

順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
位　

来
満
チ
ー
ム

（
平
成
６
年
以
来
）

２
位　

石
亀
チ
ー
ム

３
位　

南
側
チ
ー
ム

４
位　

相
米
風
張
チ
ー
ム

５
位　

下
組
チ
ー
ム

６
位　

北
側
チ
ー
ム

７
位　

清
水
頭
チ
ー
ム

８
位　

原
チ
ー
ム

３
年
ぶ
り
の
開
催

第
57
回
町
民
大
運
動
会

　

９
月
11
日
、
田
子
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
町
民
大
運
動
会
が
３

年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
開

会
式
で
は
、
松
橋
良
則
町
長
に

代
わ
り
中
村
見
俊
町
総
務
課
長

か
ら
「
３
年
ぶ
り
の
町
民
運
動

会
で
す
。
蓄
積
し
た
２
年
分
の

力
を
発
散
し
て
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。
選
手
宣
誓
で
は
、
佐
藤

琢
磨
君
（
石
亀
・
17
歳
）
が

「
光
る
汗
、
み
な
ぎ
る
力
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
正
々
堂
々

と
戦
い
抜
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
。
が
ん
ば
ろ
う
東
北
、
が
ん優勝をたぐり寄せた来満チーム

バトンをつなぐ相米風張チーム

表彰を受ける米寿顕彰者

三町で無事故を誓いました

ト
ピ
ッ
ク
ス
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に
く
は
11
月
に
芽
が
出
ま
す
。

に
ん
に
く
の
芽
と
共
に
愛
の
芽

も
出
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。
に
ん
に
く
の
植
え
付
け

体
験
後
に
は
懇
親
会
場
へ
移
動

し
、
焼
き
肉
を
囲
み
な
が
ら
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

青
森
県
交
通
安
全
母
の
会

連
合
会　

三
八
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会

　

10
月
３
日
、
中
央
公
民
館
で

第
38
回
青
森
県
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
三
八
ブ
ロ
ッ
ク
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
八
管

内
の
市
町
村
か
ら
約
１
７
０
名

が
参
加
し
、「
高
齢
者
の
交
通

事
故
を
減
ら
す
た
め
に
～
あ
な

た
も
参
加
、
わ
た
し
も
や
り
ま

す
“
交
通
安
全
”～
」
を
研
修

テ
ー
マ
に
、
家
族
を
事
故
か
ら

人
に
選
ば
れ
た
の
は
15
年
ぶ
り

と
な
り
ま
す
。
佐
藤
君
は
「
県

選
抜
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
精

一
杯
が
ん
ば
り
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
交
流
会

　

10
月
２
日
、
田
子
町
後
継
者

育
成
協
議
会（
釜
渕
嘉
内
会
長
）

の
主
催
で
、
昨
年
に
引
き
続
き

わ
く
わ
く
交
流
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
農
業
体
験
を

通
じ
て
独
身
男
女
の
交
流
を
図

る
と
い
う
も
の
で
、
今
回
は
町

内
外
か
ら
男
女
34
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
釜
渕

会
長
か
ら
「
今
日
植
え
た
に
ん

や
っ
て
お
い
た
方
が
良
い
こ
と

や
、
取
っ
て
お
い
た
方
が
良
い

資
格
は
あ
り
ま
す
か
？
」
な
ど
、

興
味
深
そ
う
な
様
子
で
質
問
を

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
得
意

な
も
の
ま
ね
は
あ
り
ま
す
か
？
」

と
い
う
質
問
に
対
し
て
一
人
ず

つ
も
の
ま
ね
を
披
露
し
た
出
演

者
ら
に
、
生
徒
ら
は
大
喜
び
で

し
た
。

田
子
中
３
年
の
佐
藤
君
が

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
県
選
抜
に

選
ば
れ
る

　

12
月
25
日
か
ら
28
日
に
か
け

て
開
催
さ
れ
る
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第

25
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
青
森
県

選
抜
チ
ー
ム
に
佐
藤
謙
次
君

（
下
田
子
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

町
内
か
ら
最
終
メ
ン
バ
ー
の
12

ま
し
た
。
大
会
の
最
後
に
は
、

田
子
町
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
の
橋
本
礼
子
会
長
が
大
会
宣

言
を
行
い
、
参
加
者
全
員
で
交

通
事
故
の
な
い
住
み
よ
い
地
域

の
実
現
を
誓
い
ま
し
た
。

中
・
高
合
同
芸
術
鑑
賞
教
室

　

９
月
22
日
、
田
子
高
校
を
会

場
に
中
・
高
合
同
の
芸
術
鑑
賞

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
田
子
高
校
が
主
催
し

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
度
は
、
ス
テ
ー
ジ
い
ば
ら

（
北
野
茨
代
表
）
に
よ
る
現
代

劇
「
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
～
か
か
る

世
に
～
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

上
演
後
に
生
徒
か
ら
５
人
の
出

演
者
へ
質
問
が
あ
り
、「
ど
う

し
て
演
劇
を
や
り
た
い
と
思
っ

た
の
で
す
か
？
」「
役
者
と
し
て

町内の保育園で運動会
　９月10日、田子保育園と上郷保育園で運動会が
行われました。田子保育園では、会場を埋めつく
すほどの保護者が見守るなか、園児らは元気いっ
ぱい走り、息の合ったマスゲームを披露しました。
また、上郷保育園では園児の競技のほか、グラウ
ンドをいっぱいに使った全員参加のしっぽ取りゲ
ームで盛り上がりました。

トピックス

大人を相手に負けじと引っぱりました（上郷保育園）

１等賞めざして、よーいドン！（田子保育園）

にんにく植えと交流を楽しむ参加者ら

身長190cm と恵まれた体格の佐藤君

出演者に語りかけられる生徒
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「
み
な
さ
ん
の
活
躍
で
悲
し
い

事
故
が
１
件
も
な
く
な
る
よ
う

に
ご
尽
力
お
願
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
運
転
中
の
視
野
の
広
さ

を
診
断
す
る
「
視
野
診
断
機
」

の
体
験
、
意
見
発
表
や
全
体
討

議
が
行
わ
れ
、
交
通
安
全
の
推

進
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

み
ん
な
が
主
役

町
内
小
学
校
で
学
芸
会

　

10
月
上
旬
、
町
内
の
小
学
校

で
学
芸
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
子
小
学
校
で
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
を
願
い
、

５
年
生
の
児
童
ら
に
よ
る
合
唱

今
回
が
最
後
の
学
芸
会
と
な
る

６
年
生
は
、
劇
「
ド
ラ
え
も
ん

～
未
来
の
君
へ
～
」
を
精
一
杯

演
じ
ま
し
た
。

　

上
郷
小
学
校
で
は
、
全
校
生

徒
に
よ
る
詩
の
群
読
「
う
ん
と

こ
し
ょ
」
や
、
１
年
生
が
元
気

い
っ
ぱ
い
に
演
じ
た
劇
「
ね
ず

み
の
す
も
う
」な
ど
、全
学
年
が

複
数
の
演
目
を
披
露
し
ま
し
た
。

守
る
た
め
の
母
親
の
役
割
の
再

認
識
と
、
住
み
良
い
地
域
づ
く

り
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
開
会
式
で
は
、
主
催
者
で

あ
る
青
森
県
交
通
安
全
母
の
会

連
合
会
坂
本
ハ
ル
エ
会
長
か
ら
、

と
合
奏
「
復
興
～
立
ち
上
が
ろ

う
東
北
～
」
や
、
４
年
生
の
児

童
ら
に
よ
る
劇
「
地
球
を
す
く

え
！　

エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

トピックス

研修を受ける交通安全母の会連合会の方々

神奈川県の中高生が町内で農業体験
　９月下旬から10月上旬にかけ、神奈川県の中高
生が農業体験修学旅行で町内農家を訪れました。
生徒らは２泊３日の滞在中に、にんにくの種ほぐ
しや植え付け、葉タバコの縄抜きなどの農作業を
体験しました。
　離村式で生徒たちは「夜に一緒にババ抜きをし
たのが楽しかった」「農業体験がとても楽しかった
ので、もう１週間くらいやりたい」と話し、別れ
を惜しんでいました。中には涙を流す生徒もいて、
忘れられない修学旅行の思い出になったようでし
た。

「よろしくお願いします」受け入れ農家にあいさつ（座間総合高校）

楽しく会話をしながら農作業する生徒（衣笠中学校）

にんにく植えをがんばりました（大和南高校）

田子小６年生の劇「ドラえもん」

上郷小全校生徒で群読した「うんとこしょ」

清水頭小１・２年生合同の劇「月にのぼったうさぎ」
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「café

ジ
ャ
ポ
ー
ネ
」
と
い
っ

た
展
示
や
模
擬
店
が
来
場
者
を

迎
え
ま
し
た
。
ま
た
ス
テ
ー
ジ

発
表
で
は
、
田
子
神
楽
を
は
じ

め
、
生
徒
ら
の
有
志
に
よ
る
バ

ン
ド
演
奏
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が

田
子
町
消
防
団
秋
の
防
火

パ
レ
ー
ド

　

10
月
16
日
、
秋
の
火
災
予
防

運
動
期
間
中
の
活
動
と
し
て
、

町
内
で
秋
の
防
火
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
三
戸
消
防
署

田
子
分
署
で
行
わ
れ
た
出
発
式

で
は
、
山
本
博
隆
田
子
町
消
防

団
長
か
ら
「
今
年
は
正
月
に
火

事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
以

上
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
、
交

通
事
故
に
気
を
つ
け
て
パ
レ
ー

ド
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
田
子

分
署
前
を
担
当
し
た
第
３
分
団

員
と
第
９
分
団
員
は
、
通
行
車

両
の
一
台
一
台
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
と
手
作
り
マ
ス
コ
ッ
ト
を
手

渡
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

第
12
回
新
田
そ
ば
ま
つ
り

　

10
月
16
日
、
新
田
地
区
活
性

化
セ
ン
タ
ー
で
第
12
回
新
田
そ

ば
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
収
穫
し
て
水
車
で
つ

い
た
そ
ば
粉
を
使
っ
た
、
打
ち

た
て
・
ゆ
で
た
て
の
そ
ば
を
求

め
、
青
森
市
や
弘
前
市
、
秋
田

県
鹿
角
市
な
ど
町
内
外
か
ら
多

く
の
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。
ゆ

で
た
て
の
そ
ば
は
、
温
か
い
そ

ば
や
ざ
る
そ
ば
な
ど
で
味
わ
う

こ
と
が
で
き
、
そ
の
他
に
も
串

餅
や
豆
腐
田
楽
と
い
っ
た
昔
な

が
ら
の
郷
土
料
理
な
ど
に
舌
鼓

を
打
ち
ま
し
た
。
来
場
者
の
中

に
は
毎
年
足
を
運
ん
で
い
る
根

強
い
フ
ァ
ン
も
多
く
、
早
く
も

来
年
の
開
催
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

清
水
頭
小
学
校
で
は
、
ほ
と

ん
ど
の
児
童
が
一
人
二
役
を
演

じ
た
５
・
６
年
生
合
同
の
劇

「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」
や
、
本

格
的
な
ダ
ン
ス
を
劇
中
で
踊
っ

た
３
・
４
年
生
合
同
の
劇
「
ユ

タ
と
不
思
議
な
仲
間
達
」
が
保

護
者
ら
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

田
子
高
校
文
化
祭

　

10
月
９
日
、
田
子
高
校
で

「
和
～
最
高
のsm

ile

今
こ
こ

に
～
」
を
テ
ー
マ
に
第
34
回
文

化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

で
は
大
阪
城
の
模
型
や
歴
史
を

紹
介
し
た
「
俺
ら
の
城
」
や
、

軽
食
や
飲
み
物
を
販
売
し
た

文
化
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

８
日
に
行
わ
れ
た
前
日
祭
で

は
、
全
校
生
徒
が
流
し
踊
り
で

町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
今

年
は
太
鼓
に
女
子
生
徒
が
加
わ

り
、
多
く
の
見
物
客
の
注
目
を

浴
び
る
中
、
生
徒
ら
は
堂
々
と

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

がんばれ！ 田子町出身の若者たち☆
　９月５日から９月28日まで、幼稚園実習のために来
町した町出身の若者に、実習先の印象などをインタ
ビューしました。
●原　千紘（はら ちひろ）さん
　20歳、杉本出身

　東北女子短期大学保育科２年
◎実習先の印象
　子どもたちが元気で先生も優し

く、魅力的な幼稚園だと感じま
した。また、園内に飾っている作品が、すべて子ども
たちの手作りということに驚きました。

◎町外で暮らして感じる田子町の良いところ
　自然が豊かで星がよく見えるところです。
◎将来の目標
　将来は保育園か幼稚園で、笑顔のたえない先生になりた

いです。
◎実習を終えて
　毎日が楽しかったです。子どもたちが千紘先生と呼ん

でくれたり、担当した部分実習のあとに「楽しかった。
またやりたい」と言ってくれたのがうれしかったです。
初めは長いかと思っていましたが、充実していてあっ
という間でした。

多くの見物客が詰めかけた流し踊り

たっこ王子も一緒に呼びかけました

多くの人が新そばに舌鼓を打ちました

模擬店スタッフでピース

体育館中に歌声を響かせたバンド演奏
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公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

前
を
掲
載
し
て
い
る
方
に
は
11

月
中
に
ご
案
内
の
は
が
き
（
往

復
は
が
き
）
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。該
当
者
で
町
内
在
住
者
、

町
出
身
者
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま

す
。
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
方
で

参
加
を
希
望
す

る
方
は
中
央
公

民
館
へ
直
接
お

申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
新
成

人
の
み
な
さ
ま

か
ら
返
信
用
は

が
き
に
参
加
の

有
無
と
合
わ
せ

て「
成
人
宣
言
」

を
書
い
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
早

め
に
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

平
成
24
年
１
月
８
日
（
日
）

田
子
町
成
人
式
を
実
施
し
ま

す
。
該
当
者
は
平
成
３
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。
名

平
成
24
年
田
子
町
成
人
式
該
当
者
名
簿

▼
下
田
子　

薄
木
大
地　

前
田

亜
紗
美
▼
向
山　

芦
村
香
南
▼

衣
更　

関
本
隆
泰　

藤
田
謙
一

▼
七
日
市　

木
下
守　

林
敏
之

工
藤
望　

北
村
牧
子　

白
澤
彩

乃　

七
日
市
瑞
希　

森
こ
の
実

▼
矢
田
郎　

中
山
龍　

矢
守
和

真　

三
上
緒
理
恵
▼
野
月　

花

木
章
嗣　

原
田
柚
香
▼
野
々
上

山
田
有
紗
▼
池
振　

鈴
木
浩
美

奥
家
久
美
加
▼
川
代　

川
上
純

平
▼
袖
平　

大
久
保
美
咲
▼
清

水
頭　

遠
澤
征
志　

尾
形
翔　

尾
形
蓮　

遠
沢
英
莉
子　

山
市

佳
奈
▼
干
草
場　

上
沢
美
月
▼

長
坂　

木
本
大
貴
▼
西
舘
野　

田
中
貴
大　

中
村
綾　

中
村
悠

太　

西
野
寛
人　

柳
田
優
一　

島
嵜
鈴
巳　

土
川
慶　

前
角
地

佑
季
▼
上
野　

嶋
澤
大
輔　

嶋

澤
直
人　

櫛
引
理
沙　

西
村
明

純
▼
細
野　

脇
谷
知
花
▼
柴
倉

山
内
真
央
▼
上
風
張　

中
村
勇

詞　

青
木
萌　

梅
内
唯　

田
畑

咲
子　

日
向
茉
美
▼
風
張　

南

八
千
代
▼
北
側　

山
崎
章
太
郎

▼
下
本
町　

越
後
和
希　

佐
藤

拓　

袖
村
巧　

夏
焼
佑
季　

前

川
瞬　

日
向
汰
斗　

鳴
滝
麻
紀

三
浦
香
名
▼
サ
ン
モ
ー
ル　

名

久
井
俊
哉　

佐
野
文
美　

中
澤

綾
子
▼
雀
ヶ
平　

柳
田
咲
▼
野

面　

川
端
章
浩　

宮
川
侑
也
▼

飯
豊　

中
村
亘
来　

飯
豊
幸
恵

三
田
忍
▼
原　

飯
原
誠
悟　

岩

間
有
香
▼
道
地　

原
充
正　

原

千
史
▼
石
亀　

原
健
▼
杉
本　

佐
藤
貴
則　

堰
向
諒　

藤
村
悠

悟　

原
千
紘
▼
道
前　

菊
地
翔

大　

大
坊
学
士
▼
嘉
沢　

木
崎

翔
太
▼
山
口　

日
澤
百
子
▼
関

下　

大
村
真
弓　

日
向
真
知
子

▼
関
上　

久
保
成
輝　

櫻
川
千

花
▼
新
田　

花
木
幸
太
郎　

花

木
千
奈　

冷
清
水
美
咲
▼
南
部

町　

大
坊
梢

平成22年成人式の様子

照
ら
し
、
参
加
者
24
名
が
美
し

い
景
色
を
な
が
め
な
が
ら
元
気

に
歩
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
十
和
田
湖
奥
入
瀬

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
方
々

か
ら
、
奥
入
瀬
渓
流
に
ま
つ
わ

る
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
石
ケ

戸
か
ら
子
ノ
口
ま
で
の
約
９
㎞

の
コ
ー
ス
を
楽
し
く
元
気
に
の

ん
び
り
歩
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
玉
簾
の
滝
付

近
で
、
渓
流
の
せ
せ
ら

ぎ
を
聞
き
な
が
ら
お
弁

当
を
食
べ
ま
し
た
。

　

ま
だ
紅
葉
に
は
早
か

っ
た
の
で
す
が
、
四
季

折
々
に
見
せ
る
奥
入
瀬

の
景
色
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

次
回
も
、「
元
気
に
歩

く
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

企
画
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
楽
し
み
に
し
て
く
だ

さ
い
。

体
育
の
日
に
奥
入
瀬
渓
流

を
満
喫

　
「
第
３
回
元
気
に
歩
こ
う
大

会
」
を
、
10
月
10
日
（
体
育
の

日
）
に
、
奥
入
瀬
渓
流
遊
歩
道

で
行
い
ま
し
た
。

　

曇
り
空
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
が
、
時
々
差
す
日
差
し
が
、

色
づ
き
始
め
た
木
立
や
渓
流
を
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図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

11
月
の
図
書
館
行
事

▼
10
／
27
（
木
）
〜
11
／
９
（
水
）

読
書
週
間

▼
11
／
26
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ　

遊
べ
る
折
り
紙
作
り

▼
11
／
30
（
水
）

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら

ぎ
の
郷

※
11
／
12
（
土
）
本
の
読
み
き
か
せ
と

と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ
は
お
休
み
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
１
年
間
、
図
書

館
で
貸
出
の
多
か
っ
た
本
を
ラ

ン
キ
ン
グ
形
式
で
紹
介

し
ま
す
。
本
に
は
人
を

元
気
づ
け
た
り
、
悲
し

み
に
寄
り
添
っ
た
り
す

る
力
が
あ
る
と
思
い
ま

せ
ん
か
？

　

今
年
の
秋
は
、
心
に

響
く
本
を
探
し
に
、
ど

う
ぞ
図
書
館
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
小
説
、
詩

○
も
し
高
校
野
球
の
女
子
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
の

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
読
ん

だ
ら
／
岩
崎
夏
海

○
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
／
齋
藤
智

裕
○
神
様
の
カ
ル
テ
２
／
夏
川
草

介
○
プ
ラ
チ
ナ
デ
ー
タ
／
東
野
圭

吾
○
ほ
ら
吹
き
茂
平
／
宇
江
佐
真

理
○
告
白
／
湊
か
な
え

○
く
じ
け
な
い
で
／
柴
田
ト
ヨ

▼
小
説
以
外

○
日
本
人
の
知
ら
な
い
日
本
語

２
／
蛇
蔵

○
て
ん
き
ち
母
ち
ゃ
ん
の
あ
っ

と
い
う
間
の
お
か
ず
／
井
上

か
な
え

○
体
脂
肪
計
タ
ニ
タ
の
社
員
食

堂
○
世
迷
い
ご
と
／
マ
ツ
コ
・
デ

ラ
ッ
ク
ス

○
伝
え
る
力
／
池
上
彰

○
ど
ー
す
ん
の
？
私
／
細
川

貂
々

○
１
日
が
見
え
て
ラ
ク
に
な

る
！
時
間
整
理
術
！
／
池
田

暁
子

○
農
家
の
嫁
の
事
件
簿
／
三
上

亜
希
子

古
雑
誌
お
持
ち
帰
り
コ
ー

ナ
ー

▼
期
間　

10
／
22
（
土
）
〜

※
本
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

▼
対
象　

図
書
館
の
貸
出
券
を

お
持
ち
の
中
学
生
以
上
の
方

（
貸
出
券
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ

ー
で
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）

▼
内
容　

図
書
館
で
購
入
後
１

年
経
過
し
た
雑
誌
「
趣
味
の
園

芸
」「
き
ょ
う
の
料
理
」「
き
ょ

う
の
健
康
」「
す
て
き
に
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
」「
き
れ
い
の
魔
法
」

「
家
庭
画
報
」「
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
」

「
Ｌ
Ｅ
Ｅ
」
な
ど
を
１
人
３
冊

ま
で
差
し
上
げ
ま
す
。

図
書
館
情
報

信
じ
よ
う
、
本
の
力

読
書
週
間
10
／
27（
木
）～
11
／
９（
水
）

「
２
０
１
１
貸
出
ラ
ン
キ

ン
グ
」
特
集●医学

▽Ｑ健康って？／よしもとば
なな／498ヨ

●料理
▽豆乳でおいしいスイーツ／

舘野鏡子／596タ
▽もてなしごはんのネタ帖／

山脇りこ／596ヤ
●園芸
▽手間いらずのらくちんガー

デン成功例／629テ
●時代小説
▽心に吹く風／髪結い伊三次

捕物余話／宇江佐真理／
913ウ

▽仇討ちの客／高瀬川女船歌
／澤田ふじ子／913サ

▽交趾／古着屋総兵衛影始末
10 ／佐伯泰英／913サ

▽帰還／古着屋総兵衛影始末
11 ／佐伯泰英／913サ

▽恋かたみ／諸田玲子／913
モ

●ミステリー
▽恋する絵画／赤川次郎／

913ア
▽黄泉から来た女／内田康夫

／913ウ
▽確率捜査官御子柴岳人／神

永学／913カ

▽鍵のかかった部屋／貴志祐
介／913キ

▽密売人／佐々木譲／913サ
▽十津川警部日本縦断長篇ベ

スト選集10 ／西村京太郎
／913ニ

▽ＳＬ「貴婦人号」の犯罪／
西村京太郎／913ニ

▽マスカレード・ホテル／東
野圭吾／913ヒ

●そのほかの小説など
▽峠うどん物語／上下巻／重

松清／913シ
▽パパは今日、運動会／山本

幸久／913ヤ
▽ジュージュー／よしもとば

なな／913ヨ
●エッセイ
▽死を語り生を思う／五木寛

之／914イ
▽昔は、よかった？／酒井順

子／914サ
▽マツ☆キヨ／マツコ・デラ

ックス／914マ
●コミックエッセイ
▽毎日かあさん８／いがいが

反抗期編／西原理恵子／
726サ

▽日本人なら知っておきたい
日本文学／蛇蔵／910ヘ

▽７年目のツレがうつになり
まして。／細川貂々／916
ホ
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町ではせせらぎの郷の冬期居住サービス
入居者を募集します
　この居住サービスは、独立して生活をすることに不
安のある高齢者を対象に一時的に居室を提供して高齢
者が安心して生活できるように支援します。
　入居希望者は次の用件を満たしている方です。　
▼対象者
①町内に住所がある、概ね65歳以上の単身世帯、高

齢夫婦世帯など
②自立生活が可能で、地域性や住環境、身体状況等に

より独立した生活に不安のある方
※次の方は入居できません
イ．自立しているが、介助なしでは外出できない方
ロ．階段の昇り降りのできない方
▼居室数　個室８室及び夫婦部屋１室
▼入居期間（予定）
　12月１日（木）から３カ月の入居です
※必要に応じて入居延長が可能です
▼受付期限　11月10日（木）まで
▼その他
　入居決定については、調査・審査の後、11月中旬
に個別に通知します
問保健福祉支援センター（せせらぎの郷）

☎２０−７１００

田子町立田子幼稚園
平成24年度園児募集要項
▼募集園児　定員90名
　３歳児30名・４歳児23名・５歳児21名
▼資格
▽３歳児　平成20年４月２日～平成21年４月１日ま

でに生まれた子
▽４歳児　平成19年４月２日～平成20年４月１日ま

でに生まれた子
▽５歳児　平成18年４月２日～平成19年４月１日ま

でに生まれた子
※いずれも田子町内に在住する幼児です。
▼願書受付期間　11月１日（火）～11月22日（火）
　時間は午前９時から午後５時まで
　（ただし土・日曜日及び祝祭日を除く）
　願書は幼稚園または田子町教育委員会教育課（中
央公民館）にあります。
　所定の願書に記入のうえ、田子幼稚園へ提出して
ください。
問田子幼稚園☎３２−２３４０

平成23年10月から子ども手当が変わります！
（10月以降の子ども手当制度について

平成23年10月～平成24年３月）
１．支給対象
　子ども手当は、中学校卒業まで（15歳に達した後、
最初の３月31日まで）の子どもを養育している方に
支給します。
２．支給額
▽３歳未満　一律15,000円
▽３歳以上小学校修了前　10,000円
　（第３子以降は15,000円）
▽中学生　一律10,000円
３．支給時期
▽平成24年２月
　平成23年10月～平成24年１月分（４カ月分）
▽平成24年６月
　平成24年２月～３月分（２カ月分）

◎10月からの子ども手当を受け取るためには、これま
での子ども手当を受け取っていた方も含め、全ての
方について申請が必要です。
　９月分まで受給した方には、申請の用紙が送付さ
れますので、手元に届いてから手続きをしてください。
問役場福祉課地域福祉グループ ☎２０−７１１９

地域の子育て応援しましょう！
●子育ての援助ができる方（提供会員）募集
▼年齢など
　八戸市近隣在住の心身ともに健康な18歳以上の方
※八戸市・三戸町・五戸町・田子町・南部町・階上
町・新郷村・おいらせ町
▼活動内容
　保育施設の送迎や自宅での子どもの預かりなど
▼活動費　依頼者から利用料金（１時間500円）が

支払われます
▼その他
　万一に備えセンターで補償保険に加入しています
●提供会員になるには…
　養成講習会を受講してください。
▼日程　11月９日（水）、11月14日（月）、11月28

日（月）、11月30日（水）
　詳しい時間については、お問い合わせください。
▼会場　八戸市総合福祉会館（根城8-8-155）
▼申し込み　ファミリーサポートセンター窓口にて事
業説明を受けて登録してから、お申し込みください。
▼費用　受講料無料　テキスト代2,000円（税込）
●お気軽にお問い合わせください
問社会福祉法人八戸市社会福祉協議会　八戸市ファ
ミリーサポートセンター　〒039-1166八戸市根城
8-8-155八戸市総合福祉会館内　☎０１７８−７１−２
７５０　ＦＡＸ０１７８−７１−２７５１【受付時間】月～金
午前８時30分～午後５時（祝祭日除く）
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青森県男女共同参画センターオープンカレッジ in 田子
石亀協子チャリティーコンサート
▼日程　11月12日（土）
　午後６時～８時（開場５時30分）
　第１部：チャリティーコンサート
　第２部：トークコーナー
▼場所　タプコピアンプラザホール
▼入場無料
▼参加申し込み　不要
▼無料託児室　１歳半から就学前まで／先着10組
　／要予約／予約締切11月11日（金）
▼問合せ・託児申込先
　役場総務課企画振興グループ ☎３２−３１１１

男女共同参画審議会委員募集
▼募集人数　２人以内
▼応募資格　青森県内に在住する20歳以上の方（県・
市町村議会議員、公務員、県が設置している他の審議
会委員を委嘱されている方を除く）
▼応募方法　①氏名（ふりがな）②性別③年齢④住所
⑤電話番号⑥職業⑦その他（活動分野。自己ＰＲな
ど）⑧青森県の男女共同参画についての意見・提言等

（800字程度）
※①～⑦までを明記し、⑧を添えて下記問合せ先まで
提出してください。様式は任意です。郵送、FAX、電
子メールのいずれかの方法で提出してください。提出
書類は返却しませんので、予めご了承ください。
▼募集期間
　10月17日（月）～11月25日（金）（当日消印有効）
問青森県環境生活部青少年・男女共同参画課男女共
同参画グループ 〒030-8570青森市長島１−１−１
☎０１７−７３４−９２２８      FAX ０１７−７３４−８０５０

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間について
　法務省人権擁護局及び全国人権擁護委員連合会が
全国一斉に相談日を設け、「女性の人権ホットライン」
を通じて、女性の人権を巡る様々な問題についての
相談に応じます。
▼日時　11月14日（月）～11月20日（日）の７日間
▼時間　平日　午前８時30分～午後７時
　土曜、日曜日　午前10時～午後５時
☎０５７０−０７０−８１０
　（ゼロナナゼロのハートライン）
▼内容　職場における差別、夫・親子・パートナーか
らの暴力、セクシャルハラスメント、ストーカー行為
など、女性に対するあらゆる人権侵害についての相談
に応じます。
問青森地方法務局人権擁護課☎０１７−７７６−９０２４

司法書士に相談してください！
相続・労働・成年後見・借金問題のこと
　相続・労働トラブル・成年後見・借金問題について
司法書士が無料で相談に応じます。下記場所にて面談
での相談に応じますので、お気軽にお尋ねください。
▼日時　11月26日（土）午前10時～午後４時
▼場所　アウガ青森市男女共同参画プラザ５階研修

室　〒030-0801青森市新町1丁目3番7号
　☎０１７−７７６−８８００
　相談は無料ですが、具体的な手続きが必要になる場
合には別途費用がかかりますので、相談員にご確認く
ださい。また、上記日時以外でも青森県司法書士会総
合相談センター（☎０１２０−９４０−２３０）へご連絡
いただけると、相談（有料）のご案内やご相談内容に
応じたお近くの司法書士の紹介を行っております。

平成23年度女性に対する暴力をなくす運動
▼期間　11月12日（土）～11月25日（金）
　（11月25日は「女性に対する暴力撤廃国際日」）
　配偶者等からの暴力、性犯罪、売買春、人身取引、
セクシャル・ハラスメント、ストーカー行為等女性
に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するもの
であり、男女共同参画社会を形成していく上で克服
すべき重要な課題です。
　この運動を一つの機会ととらえ、地方公共団体、
女性団体その他の関係団体との連携、協力の下、社
会の意識啓発等、女性に対する暴力の問題に関する
取組を一層強化することを目的とします。
　また、女性に対する暴力の根元には、女性の人権
の軽視があることから、女性の人権の尊重のための
意識啓発や教育の充実を図ることとします。

防災ダム管理人募集
▼勤務場所・募集人員　夏坂ダム１名、花木ダム１名
　※満64歳未満で業務可能な者
▼業務　ダムの監視および点検、ダムの操作・点検整

備、気象および水象の観測、その他指示した事項
▼委嘱期間
　平成24年４月１日から平成25年３月31日まで
　※満64歳までの更新あり
▼勤務日
　１週間につき３日または４日で別に定める日
▼勤務時間　午前８時45分～午後３時35分
▼報酬　月額83,258円（平成23年度）
▼応募・問い合わせ　11月21日までに市販様式の履
歴書を下記に提出してください。
問三八地域県民局地域農林水産部（農村整備）
　〒039-1101八戸市大字尻内町字八百刈20−３
　☎０１７８−２７−１２８８
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■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

11
月
９
日
は
、｢

１
１
９
番

の
日｣

で
す
。
火
災
・
救
急
・

救
助
な
ど
の
１
１
９
番
通
報
の

時
は
、
係
員
の
質
問
に
簡
潔
に

答
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
１
１
９
番
通
報
の
注
意
点

◇｢

火
事｣

か｢

救
急｣

か
の

区
別
を
は
っ
き
り
と
言
う
。

◇
落
ち
着
い
て
住
所
（
場
所
）、

付
近
の
目
標
物
を
伝
え
る
。

◇｢

火
事｣

ま
た
は｢

救
急｣

の
内
容
を
簡
単
に
知
ら
せ
る
。

◇
あ
な
た
の
名
前
と
、
通
報
し

て
い
る
電
話
番
号
を
教
え
る
。

◎
携
帯
電
話
で
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
運
転
時
は
、
安
全
な
場
所
に

停
車
し
て
か
ら
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
通
報
場
所
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
近
く
の
人
に
聞
く
か
、
周

り
の
建
物
や
看
板
、
電
柱
な
ど

を
見
て
住
所
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
通
報
後
、
消
防
本
部
か
ら
問

い
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
電
源
を
切
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

●
消
防
本
部
通
信
指
令
室
一
般

公
開
（
八
戸
消
防
署
３
階
）

　

正
し
い
１
１
９
番
通
報
要
領

と
、
消
防
車
・
救
急
車
が
出
場

す
る
ま
で
の
仕
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

▽
日
時　

11
月
５
・
６
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

問
消
防
本
部
指
令
情
報
課

☎
０
１
７
８
‐
44
‐
２
１
３
５

情報スクランブル

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー

　

交
通
安
全
強
調
月
間

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
秋

の
夕
暮
れ
時
に
多
発
す
る
傾
向

に
あ
り
、
11
月
中
を
高
齢
者
の

交
通
安
全
強
調
月
間
と
し
、
事

故
防
止
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

◇
運
転
は
絶
対
に
無
理
し
な
い

◇
夜
間
の
外
出
は
反
射
材
の
着

用
、
明
る
い
服
装
に
心
が
け
る

◇
横
断
時
に
最
も
注
意
す
る

◇
自
転
車
は
交
差
点
、
曲
り
角

で
必
ず
安
全
を
確
か
め
る

●
狩
猟
事
故
に
注
意
を

　

狩
猟
の
期
間
に
入
り
ま
す

が
、
毎
年
狩
猟
に
よ
る
事
故
も

発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

重
大
事
故
に
直
結
し
ま
す
の

で
関
係
法
令
を
遵
守
し
無
事
故

に
し
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

　

今
月
は
、
に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り

を
特
集
し
ま
し
た
。
ま
つ
り
の
成
功
に

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
高
校
生
に
は
毎
年
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
会
場
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
駐
車
場
係
な
ど
を
手
伝
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
係
は
、
熱
い
油
が
手
に
は
ね
、
や
け

ど
を
す
る
危
険
も
あ
り
ま
す
が
、
元
気

に
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
参
加
型
の
ま
つ
り

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

輪
が
広
が
り
、
ま
つ
り
全
体
が
盛
り
上

が
っ
て
い
く
こ
と
を
、
一
町
民
と
し
て

期
待
し
て
い
ま
す
。（
広
報
担
当
Ｈ
・
Ｓ
）

山
合
ひ
を
流
れ
て
ひ
び
く
涼
し
き
音
草
木
に
守
ら
れ
素
直

に
流
れ
る 

貝
守
多
恵

山
坂
の
く
ら
し
を
の
り
越
え
平
凡
に
か
な
わ
ぬ
希ゆ

め望
を
思

ひ
出
と
し
て 

貝
守
多
恵

何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
海
原
は
青
く
静
も
る
花
の
季
節
に

 

新
井
田
き
ぬ

わ
れ
を
忘
れ
て
テ
レ
ビ
に
歓
声
な
で
し
こ
に
カ
サ
ブ
ラ
ン

カ
の
満
開
を
知
る 

新
井
田
き
ぬ

車
か
ら
手
を
振
り
て
ゆ
く
青
年
に
少
年
時
代
の
お
も
か
げ

を
見
る 

山
本
静
枝

子
供
等
と
会
話
を
し
つ
つ
ひ
と
と
き
を
若
返
り
た
る
気
持

と
な
り
ぬ 

山
本
静
枝

玄
関
に
入
り
込
ん
だ
か
秋
の
虫
切
な
き
ま
で
に
一
夜
鳴
き

通
す 

柳
田
麗
子

岩
を
噛
む
阿
修
羅
の
流
れ
に
呑
ま
れ
つ
つ
滝
壺
に
散
る

病わ
く
ら
ば葉
の
一ひ

と

は葉 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌



1

●
『
み
ん
な
笑
顔
の
思
い
出
づ

く
り
』
北
の
大
地
へ
修
学
旅
行

　

８
月
24
日
か
ら
27
日
、
３
年

生
は
北
海
道
へ
３
泊
４
日
の
修

学
旅
行
へ
出
か
け
ま
し
た
。
当

初
の
予
定
で
は
４
月

に
東
京
方
面
に
行
く

予
定
で
し
た
が
、
震

災
の
影
響
で
大
幅
な

変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
函
館
、

ル
ス
ツ
リ
ゾ
ー
ト
、

旭
山
動
物
園
、
札
幌

市
内
へ
と
、
東
北
地

方
の
約
半
分
近
い
面

積
を
旅
し
て
き
ま
し

た
。
長
い
移
動
距
離

も
何
の
そ
の
。
盛
り

だ
く
さ
ん
の
思
い
出

を
仲
間
と
と
も
に
共

有
す
る
こ
と
で
、
絆

を
強
め
る
こ
と
が
で

き
た
有
意
義
な
修
学

旅
行
で
し
た
。（
写
真
右
）

●『
田
子
魂
』を
引
き
継
ぐ
ぞ
!!

　
中
体
連
新
人
戦
の
活
躍

　

９
月
17
日
、
18
日
の
両
日
、

中
体
連
秋
季
大
会
（
新
人
戦
）

が
各
競
技
会
場
で
行
わ
れ
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
壮
行

式
で
は
、
３
年
生
の
先
輩
た
ち

が
勇
ま
し
い
か
け
声
で
エ
ー
ル

を
お
く
り
、
や
や
緊
張
気
味
な

後
輩
た
ち
の
背
中
を
押
し
て
あ

げ
ま
し
た
。
参
観
し

た
保
護
者
の
方
々
全

員
か
ら
も
激
励
の
言

葉
を
も
ら
い
、
気
合

い
を
入
れ
て
い
ざ
勝

負
。
そ
の
結
果
、
団

体
戦
で
は
相
撲
部
、

男
子
バ
レ
ー
部
、
卓

球
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
が
優
勝
、
個
人

戦
で
は
卓
球
部
の
遠

澤
君
が
優
勝
す
る
な

ど
相
撲
部
、
テ
ニ
ス

部
、
卓
球
部
、
陸
上

部
合
わ
せ
て
21
名
が

県
大
会
に
進
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
『
田
子
魂
』
を
後
輩
に
託
す

こ
と
が
で
き
た
３
年
生
は
い
よ

い
よ
希
望
の
進
路
実
現
の
た
め

に
、｢

十
五
の
春｣

と
い
う
ゴ

ー
ル
テ
ー
プ
を
め
ざ
し
て
厳
し

い
“
個
人
戦
”
に
突
入
で
す
。

（
写
真
左
）

学
校
の
話
題
　 

田
子
中
学
校

誕生

●菊地美
みれい

伶（徹・京子）／北側
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●新渡　匠（三沢市）
　平山美穂（原）

お悔やみ
●原田秀雄（76歳）原
●眞田ウメ（98歳）関上
●大向正芳（49歳）南側
●山本隆一（61歳）上野
●関口一二（87歳）七日市
●大坊大幸（75歳）道前
●佐野おさめ（94歳）舞手
●平山信雄（63歳）原
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
23
年
９
月
30
日
現
在

世帯数／2257（＋１）
人口／6572（−10）
男／3160（−５）
女／3412（−５）

（　）内は前月比です
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TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ

●11月2日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●11月4日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●11月6日（日）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
●11月7日（月）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
●11月8日（火）
　複合健診
　（都市農村交流センター）午前6:30〜8:30
●11月9日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30〜正午
●11月10日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:30
●11月11日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●11月14日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●11月16日（水）
　複合健診
　（石亀地区研修センター）午前6:30〜8:30
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●11月17日（木）
　複合健診（上郷公民館）午前6:30〜8:30

●11月18日（金）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●11月21日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
　親子健康相談（田子中学校）午後2:00〜6:00
●11月22日（火）
　親子健康相談（田子中学校）午後2:00〜6:00
●11月24日（木）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
　親子健康相談（田子中学校）午後2:00〜6:00
●11月25日（金）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
　親子健康相談（田子中学校）午後2:00〜6:00
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●11月28日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●11月30日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30〜正午

◎サポートセンター　☎０１２０−５５７−７５９
　テレビの映りが悪い、一部のチャンネルが映らない、
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。

◎故障受付　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが全く映らない、などの故障時にご連絡ください。

11月の主な保健・介護予防事業予定表

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100


